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第２次富里市協働のまちづくり推進計画（改訂版）進捗状況 
 

部 等 名 総務部 

課 等 名 市民活動推進課 

事 業 名 ① 市民活動サポートセンター機能の強化 

現状・課題 

とみさと市民活動サポートセンターが周知不足のため、十分活用され

ていない現状が見られるため、サポートセンターの機能を強化させて

いく必要があります。 

目指すべき方向性 
市民活動を支援し、協働によるまちづくりの拠点として、市民活動サ

ポートセンターに求められる機能を果たします。 

推 進 内 容 

〇平成２５年３月に富里市市民活動サポートセンター検討委員会から

提出された「富里市市民活動サポートセンターの機能などに関する

提言書」にある、７つの支援力の機能を強化するために、市民活動

サポートセンターのまちづくりコーディネーターの研修参加を支援

し、資質の向上を図ります。 

〇市民活動サポートセンターが、協働のまちづくりの拠点として、市

民、市民活動団体から頼られる存在となるようにします。 

〇ＮＰＯやボランティア、区・自治会などの地縁による団体、これ 

から活動を始めたい市民や団体、事業者などが、必要な情報を得 

て、交流できる場として活用でき、活動の継続と拡充につながる 

場となるように努めるほか、開所日についても検討していきます。 

〇市の各部署が市民活動の情報を得て、市民と意見交換できるな 

ど、事業のコラボレーションにつながる場となるよう、機能を強 

化させていきます。 

〇運営が条例や計画に沿って行われているかを市長の附属機関である

協働のまちづくり推進委員会において検証します。 

主な関連事業  

対 象 者 市民・地縁による団体・市民活動団体・事業者・市 

実 施 主 体 市 

主 たる部署 
市民活動推進課 
（市民活動サポートセンター） 

関係部署など  

成果を示す指標 相 談 ・ 問 合 せ 件 数 
令和２年度（第１次計画実績） １１４件 

令和８年度（第２次計画目標） １５０件 

年 次 計 画 
R４ R５ R６ R７ R８ 

実施 → → → → 
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令和６年度計画の進捗状況 

取組実績 

■相談・問い合わせ件数 

 ・令和４年度・・・９９件 

・令和５年度・・・１２８件 

・令和６年度・・・１６７件 

 

■サポートセンターに求められる「７つの支援力」の機能の充実、強

化を図るため、各種セミナーや講演を受講。 

令和６年度については、「まつど市民活動サポートセンター」を視

察。実施事業や運営の方法について話を伺い、７つの支援力向上に

努めました。 

 

■様々な取材を実施し、情報収集、整理を行い、ニュースレターや

Facebook、Instagram などで紹介しました。 

・令和４年度・・・ニュースレター４回、Facebook１３６回、

Instagram４１回 

・令和５年度・・・ニュースレター４回、Facebook１１１回、

Instagram７５回 

・令和６年度・・・ニュースレター４回、Facebook１３８回、

Instagram１３６回 

 

■とみさとの情報コーナーを設置（後掲）し、図書館で協働に関する

情報を発信しました。 

 

■サポートセンター事業として、とみさと協働塾（後掲）などのセミ

ナーや交流会を企画、実施しました。 

 

■事業の進捗状況について情報共有を図るため、コーディネーター会

議を毎月第 1・第 3 水曜日に実施しました。 

【７つの支援力】 

①相談対応力 

②調査・情報収集力 

③情報の編集・発信力 

④コーディネート・ネットワーキング力 

⑤資源の掘り起こし・ 提供力 

⑥人材育成力 

⑦政策提言力 
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第２次富里市協働のまちづくり推進計画（改訂版）進捗状況 

 

部 等 名 総務部 

課 等 名 市民活動推進課 

事 業 名 ② 市民活動支援補助金の充実 

現 状 ・課 題 
市民活動を行うためには、活動資金が必要です。新たな事業に取り組

むためには、更なる活動資金の確保が課題となっています。 

目指すべき方向性 
市民や様々な主体が行う自由で自発的な公益活動である市民活動を活

性化させます。 

推 進 内 容 

〇市民や様々な主体が取り組む市民活動を活性化させるため、公募型の

市民活動支援補助金により財政的援助を行います。公開プレゼンテ

ーションによる審査方式とすることによる事業のＰＲの機会や、補

助金採択事業については事業成果報告会を行うことで、活動の信頼

性、補助金の透明性の確保を図ります。 

〇市民活動支援補助金の財源として、ふるさと応援寄附金を活用し、

充実を図っていきます。 

〇補助金の申請書類の書き方のセミナーを開催し、公開プレゼンテー

ションの方法などの支援も同時に行います。 

〇市民活動支援補助金の活用を支援し、新たな市民活動の事業が増え、

地域課題の解決につながるようにしていきます。 

主な関連事業 1-(2)-①市民が市民活動を支える仕組みづくり 

対 象 者 市民・地縁による団体・市民活動団体・事業者 

実 施 主 体 市 

主 た る部 署 
市民活動推進課 
（市民活動サポートセンター） 

関係部署など  

成果を示す指標 補 助 金 申 請 件 数 
令和２年度（第１次計画実績） ３件 

令和８年度（第２次計画目標） ５件 

年 次 計 画 

R４ R５ R６ R７ R８ 

見直し・ 

実施 
実施 → 

見直し・ 

実施 
実施 

令和６年度計画の進捗状況 

取組実績 

■令和６年度活用実績 

○補助金申請件数 ５件 

○令和６年度予算額 400,000 円 

○補助金交付決定額 400,000 円 

○補助金交付団体 ５団体 
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○補助金交付確定額 391,000 円 

 ○審査方法 

・公開プレゼンテーション方式 

  ・審査員：富里市協働のまちづくり推進委員会 

【第 1 期募集】 

○募集期間 令和６年 4 月１日（月）～５月 3１日（金） 

○応募団体 ６団体 

○審 査 会 令和６年６月２４日（月）午後１時５０分～ 

  ※応募団体６団体のうち５団体を選考 

 

■令和７年度申請事前説明会 

 令和７年３月２４日（月）午後２時～ 

 参加者 ６団体１０名 
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第２次富里市協働のまちづくり推進計画（改訂版）進捗状況 

 

部 等 名 総務部 

課 等 名 市民活動推進課 

事 業 名 ① 市民が市民活動を支える仕組みづくり 

現 状 ・ 課題 
市民活動を継続していくために必要な活動資金が足りず十分な活動が

できないため、活動資金の確保が課題です。 

目指すべき方向性 市民活動を活性化するため活動資金の確保を行います。 

推 進 内 容 

〇ふるさと応援寄附金の基金の活用及びＰＲを図るとともに、寄附な

どによる「市民が市民活動を支える」仕組みづくりを拡充します。 

〇市民活動団体が行うクラウドファンディングの運用方法について、

調査・検討します。 

〇寄附を活用した事業について、紹介します。 

〇市民活動団体の自己資金調達の在り方を調査・研究します。 

主な関連事業 1-(１)-②市民活動支援補助金の充実 

対 象 者 市民・地縁による団体・市民活動団体・事業者 

実 施 主 体 市・市民活動団体 

主 た る 部署 
市民活動推進課 
（市民活動サポートセンター） 

関係部署など 経営戦略課 

成果を示す指標 
ち い 寄 附 

賛 同 店 舗 数 

令和２年度（第１次計画実績） ２７店舗 

令和８年度（第２次計画目標） ５０店舗 

年 次 計 画 R４ R５ R６ R７ R８ 

 

ふ る さ と 応 援 

寄 附 金 の 活 用 実施 → → → → 

ク ラ ウ ド 

ファンディング 調査・検討 → 実施 → → 

令和６年度計画の進捗状況 

取組実績 

■ちい寄附賛同店数 ３２店舗 

■市民参加型の「ちい寄附～地域のために小さな寄附から～」につい

て、賛同いただける店舗を募集し、実施しました。 

【ちい寄附について】 

 賛同いただいた協力店舗にて飲食または購入した代金の一部を、富

里市のふるさと応援寄附金に寄附いただく仕組みです。 

寄附メニュー設定 6 店舗 

 寄附箱設置 ３２店舗 

合計金額 ８９,８８２円 
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第２次富里市協働のまちづくり推進計画（改訂版）進捗状況 

 

部 等 名 総務部 

課 等 名 市民活動推進課 

事 業 名 ① 市民活動感謝状贈呈 

現 状 ・ 課 題 

市民活動に対する感謝状贈呈制度があまり知られていません。市民活

動の推進に貢献・支援した取組を広く市民に周知し、市民活動の社会

的意義や重要性の認識を高める必要があります。 

目指すべき方向性 
市民などが市民活動に関心を持ち、関わるきっかけとなるように制度

を運用し市民活動を活性化します。 

推 進 内 容 

〇継続的に市民活動に取り組み、功績のあった個人、団体に感謝状を

贈呈し、活動者の日頃の取組を市広報紙などで市民に周知すること

で、活動者の意欲の向上につなげます。 

〇活動者の取組内容を知った市民が、市民活動を身近に感じるなど、

関心を持ち、新たな担い手となるような制度として実施します。 

〇継続的に市民活動を支援している事業者にも感謝状を贈呈します。 

主な関連事業 ２-(３)-①市民活動の実態及び意向調査 

対 象 者 市民・地縁による団体・市民活動団体・事業者 

実 施 主 体 市 

主 た る 部 署 
市民活動推進課 
（市民活動サポートセンター） 

関係部署など  

成果を示す指標 感 謝 状 贈 呈 延 べ 件 数 
令和２年度（第１次計画実績）  ７０件 

令和８年度（第２次計画目標） １２０件 

年 次 計 画 

R４ R５ R６ R７ R８ 

実施 → → → → 

令和６年度計画の進捗状況 

取組実績 

■感謝状贈呈延べ件数 １０９件 

■令和６年度感謝状贈呈数７件（３団体・４個人） 

■令和７年１月２３日（木）に感謝状贈呈式を実施 
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第２次富里市協働のまちづくり推進計画（改訂版）進捗状況 

 

部 等 名 総務部 

課 等 名 市民活動推進課 

事 業 名 ② とみさと協働塾の開催 

現 状 ・課 題 

市民活動団体などは担い手不足に悩んでおり、また、個々の団体活動

を活性化するためには、活動に必要な一般的なスキルを身に付けるこ

とが必要です。また、活動者などが地域課題を共有し地域資源の活用

を考える機会が十分ではありません。 

目指すべき方向性 
市民活動団体などが、継続して自立した活動が行えるようにします。

また、これから活動を目指す人材の育成を行います。 

推 進 内 容 

〇人材を発掘し、地域活動に必要なスキルなどを習得する人材を育成

するために、とみさと協働塾を開催します。座学だけでなく実践を

取り入れて活動に結びつくような講座とします。 

〇市民活動の担い手としてまちづくりサポーターを輩出し、その情報

を、市民活動サポートセンターに登録・活用します。 

〇まちづくりへの参加が期待される若い世代や、事業者の参加を促す

ための工夫及び、新型コロナウイルス感染症対策として、オンライ

ン講座も実施します。 

主な関連事業 ２-(２)-③中間支援組織などとの連携 

対 象 者 市民・地縁による団体・市民活動団体 

実 施 主 体 市・市民活動団体 

主 た る部 署 
市民活動推進課 
（市民活動サポートセンター） 

関係部署など  

成果を示す指標 
まちづくりサポーター 

登 録 者 数 

令和２年度（第１次計画実績）  ３３名 

令和８年度（第２次計画目標）  ６０名 

年 次 計 画 
R４ R５ R６ R７ R８ 

実施 → → → → 
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令和６年度計画の進捗状況 

取組実績 

■まちづくりサポーター登録者数 ５３名（令和６年度５名） 

■まちづくりサポーター養成講座（全４回） 

何か活動を始めたい市民とメンバーを募集する市民活動団体との出

会いの場を創出しました。 

講 師：認定特定非営利活動法人ちば市民活動・市民事業サポート 

クラブ 専務理事・事務局長 鍋嶋洋子氏 

 

【第１回】令和６年９月１７日（火）午後２時～ 

・市民活動団体の取組及び体験プログラムを聞く 

受講者：６名 

【第２回】令和６年９月２８日（土）午後１時３０分～ 

・まちづくり講演会「こっそりごっそり富里をかえよう」 

受講者：７９名 

【第３回】１０月中  

・「団体の活動日に活動体験」 

受講者：５名 

【第４回】令和６年１１月７日（木）午後２時～ 

・「活動の振り返り」 

受講者：３名 

 

■みんなでボランティア体験！ 

≪とみさと市民活動サポートセンター【所管】≫ 

体験受入団体（９団体） 

・バイリンガル絵本交流会 ・NPO 法人 NPO 富里のホタル 

・図書館ボランティアもりのなか ・朗読グループさくら（中止） 

・富里スクエアダンスクラブ ・パソコンカフェ it 塾 

・安心サポートミラークリーン隊（中止） ・谷津みらいの会 

・おしどりの里を育む会 

参加者：合計４８名 

 

≪富里市ボランティアセンター【所管】≫ 

体験受入団体（１１団体） 

・こども食堂とみさと ・富里市ボランティアセンター 

・花文字竹から ・手話サークル「さとの会」 

・絵手紙サークルつくしんぼ ・環境美化を進める共生の会 

・明るい社会づくり運動北総協議会富里地区 ・チョキの会 

・朗読サークル青空 ・スペシャルオリンピックス日本千葉 

・キャロットクラブ 

参加者：合計５１名 
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■団体支援講座 

講 師：浅井 美絵氏 

日 時：令和７年１月１１日（土）午後２時～ 

内 容：はじめてのクラウドファンディング講座 

参加者：２６名 

 

・クラウドファンディング相談会 

令和７年３月１８日（火）９時～ 

参加者：３名 

 

■コーディネーターのちょこっとセミナー 

・資金調達セミナー 

日 時：令和６年６月６日（木）１０時～[１名] 

内 容：活動に合った資金の集め方 

参加者：合計１名 

 

・SNS 活用セミナー 

日 時：令和６年７月８日（月）１３時３０分～[２名] 

    令和６年１１月２６日（火）１４時～[１名] 

    令和７年２月１７日（月）１０時～[２名] 

内 容：情報発信の可能性を広げるコツ 

参加者：合計５名 

 

・チラシセミナー 

日 時：令和７年１月１７日（金）１４時～[４名] 

内 容：手に取ってもらえるチラシのコツ 

参加者：合計４名 
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第２次富里市協働のまちづくり推進計画（改訂版）進捗状況 

 

部 等 名 総務部 

課 等 名 市民活動推進課 

事 業 名 ② ボランティア手帳の効果的な活用 

現 状 ・課 題 
市内の市民活動や地域活動を活性化するためのボランティア手帳の周

知が不十分であるため、あまり活用されていない現状があります。 

目指すべき方向性 
事業者と連携しボランティア手帳の活用を図り、市民のボランティア

活動への意欲を高めます。 

推 進 内 容 

〇市民活動が活性化することに賛同してくださる事業者を募ります。 

〇ボランティア手帳が終了したら、市民活動サポートセンターに持参 

し、協賛品と交換します。 

〇ボランティア手帳終了者と事業者を紹介します。 

主な関連事業 2-(１)-②事業者の地域活動の紹介 

対 象 者 市民 

実 施 主 体 市・事業者 

主 た る部 署 
市民活動推進課 
（市民活動サポートセンター） 

関係部署など 庁内各課 

成果を示す指標 
ボ ラ ン テ ィ ア 手 帳 

延 べ 終 了 者 数 

令和２年度（第１次計画実績）   ２名 

令和８年度（第２次計画目標）  ５０名 

年 次 計 画 

R４ R５ R６ R７ R８ 

創設・実施 実施 → → → 

令和６年度計画の進捗状況 

取組実績 

■ボランティア手帳延べ終了者数 ３名（大人２名、子ども１名） 

 令和４年度・・・大人２名 

令和６年度・・・子ども１名 

■令和６年度から、手帳終了者へ終了証を交付することにしました。 

■図書館、北部コミュニティセンター、中部ふれあいセンターに手帳

を配架しました。 

■みんなでボランティア体験の参加者や実施団体にボランティア手

帳を配布しました。 

■とみさと市民活動フェスタで、参加団体や来場者にボランティア手

帳を紹介し、配布を行いました。 
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第２次富里市協働のまちづくり推進計画（改訂版）進捗状況 

 

部 等 名 総務部 

課 等 名 市民活動推進課 

事 業 名 ③ 若者プロジェクトチームの活動支援 

現 状 ・ 課題 
若者と地域、行政が地域課題を共有する場がありません。課題解決す

るために、連携・協力する機会が必要です。 

目指すべき方向性 
若者が地域参画し、多くの市民などが関わることにより、持続可能な

地域づくりを推進します。 

推 進 内 容 

〇若者プロジェクトチームを立上げ、地域課題の解決に向けた協働事

業を実施します。 

〇若者が主体となり、協働事業の企画・運営を行い、地域などが連携・

協力を図ります。 

主な関連事業  

対 象 者 市民・地縁による団体・市民活動団体・事業者 

実 施 主 体 若者・市 

主 た る 部署 
市民活動推進課 
（市民活動サポートセンター） 

関係部署など 庁内各課 

成果を示す指標 
若者プロジェクトチーム 

若 者 参 加 者 延 べ 人 数  

令和２年度（第１次計画実績） 未実施 

令和８年度（第２次計画目標） ７５名 

年 次 計 画 

R４ R５ R６ R７ R８ 

実施 → → → → 
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令和６年度計画の進捗状況 

取組実績 

■若者プロジェクトチーム参加者延べ人数 ３９名 

・令和３年度１６名 

・令和４年度１２名 

・令和５年度 ６名 

・令和６年度 ５名＋[サポートメンバー７名] 

 

■地域課題の解決及び SDGｓの達成に向けて、事業を企画立案し、

まちづくりに参加しました。 

令和６年度から、若者のアイディアとパワーを更に引き出すため、

チームメンバー５名のほか、サポートメンバー７名を加え活動しま

した。 

 

【チームメンバー】 

中学生［２名］・高校生［１名］・大学生［１名］・社会人［１名］ 

【サポートメンバー】 

若者たちに富里の魅力を伝えられる方[７名] 

※地域の居場所づくり、市民活動、飲食業、教員などをされている方 

 

【企画実施した事業の内容】 

地域課題：富里と富里野菜の魅力が十分に知られていない 

SDGs 目標： 

 

事 業 名：「富里しか勝たん！とみ愛フェス～すいかだけじゃだめで

すか？春～」 

事業内容： 

○富里産農産物の販売、各種飲食物の出店 

○富里の風景等の写真展   ○富里関連グッズのくじ引き 

○富里南中学校吹奏楽部の演奏 

○能登半島への募金箱設置  など 

開催日時：令和７年３月８日（土）午前１０
と

時３
み

分～午後３
さ

時１０
と

分 

場 所：末廣農場 
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第２次富里市協働のまちづくり推進計画（改訂版）進捗状況 

 

部 等 名 総務部 

課 等 名 市民活動推進課 

事 業 名 ④ 多文化共生による市民活動の促進 

現 状 ・ 課 題 

外国人住民が多く暮らしている中、外国人住民の市民活動への参加が

あまり見られません。この大きな要因としては、外国人住民に対する

市民活動の情報が不足していることがあります。 

目指すべき方向性 
外国人住民が地域住民として、互いに文化の違いを理解し、共に生き

ていく多文化共生の協働のまちづくりの推進を図ります。 

推 進 内 容 

〇外国人住民も地域課題の解決のために、市民活動に取り組めるよう

に、情報を提供していきます。 

〇共に生きていく多文化共生の協働のまちづくりの理解を深めるた

め、外国人住民による市民活動の様子を紹介していきます。 

〇外国人住民が地域参画する意識が向上し、日本人住民とともに、市

民活動に参加する人が増えるほか、自ら市民活動団体を設立するよ

うに支援していきます。 

主な関連事業  

対 象 者 市民・地縁による団体・市民活動団体・市 

実 施 主 体 市・市民活動団体 

主 た る 部 署 
市民活動推進課 
（市民活動サポートセンター） 

関係部署など 庁内各課 

成果を示す指標 
外国人住民と一緒に活動

す る 市 民 活 動 団 体 数 

令和２年度（第１次計画実績） ０団体 

令和８年度（第２次計画目標） ５団体 

年 次 計 画 
R４ R５ R６ R７ R８ 

実施 → → → → 
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令和６年度計画の進捗状況 

取組実績 

■外国人住民と一緒に活動する市民活動団体数 ２団体  

（富里国際交流協会、みんなの日本語） 

・令和４年度・・・２団体  

・令和５年度・・・２団体 

・令和６年度・・・２団体 

 

■日吉台小学校区地域防災訓練 

日 時：令和６年１０月２０日（日）９時～ 

内 容：防災訓練に参加。外国人にも避難所や災害時の対応を知って

いただくきっかけになった。 

参加者：２９名【（株）あけぼの成田国際研修センターのセンター長

及び研修生２７名（ベトナム、ミャンマー、カンボジア）。 

市民活動推進課２名。】 

 

■外国人合同防犯パトロール 

日 時：令和６年１１月１４日（木）１６時～ 

内 容：日吉台のメイン道路をパトロールし、防犯に関するチラシ等

を配布。啓発活動を行いました。 

参加者：６８名【富里市防犯指導員連合会日吉台支部１０名、日吉地

区防犯連合会３名、富里国際交流協会１名、成田国際学院に

通う外国人生徒２５名、あけぼの成田国際研修センターに通

う外国人生徒１９名、成田警察署生活安全課４名、職員（市

長他）６名】 
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第２次富里市協働のまちづくり推進計画（改訂版）進捗状況 

 

部 等 名 総務部 

課 等 名 市民活動推進課 

事 業 名 ⑤ 事業者による地域活動の促進 

現 状 ・ 課 題 
事業者の地域活動の状況を把握することが難しい現状があります。事

業者が取り組んでいる地域活動を広く紹介していく必要があります。 

目指すべき方向性 事業者の地域活動への意識を高め、促進します。 

推 進 内 容 
〇地域活動を既に実施している事業者の情報を収集・紹介して、未だ 

 地域活動を始めていない事業者の地域活動への意識を高め、促進を図ります。 

主な関連事業 

１-(３)-③ボランティア手帳の効果的な活用 

２-(１)-②事業者の地域活動の紹介 

２-(１)-⑦とみさと市民活動フェスタの開催 

対 象 者 事業者・地縁による団体 

実 施 主 体 市・事業者 

主 た る 部 署 
市民活動推進課 
（市民活動サポートセンター） 

関係部署など 庁内各課 

成果を示す指標 
事業者アンケートによる地

域活動に参加する事業者数 

令和２年度（第１次計画実績） 未実施 

令和８年度（第２次計画目標） ５０社 

年 次 計 画 

R４ R５ R６ R７ R８ 

実施 → → → → 

令和６年度計画の進捗状況 

取組実績 

■地域活動に参加する事業者数 １社（ホットスタッフ成田） 

事業者が行う道路清掃を市公式ホームページ、サポートセンター 

の Facebook、Instagram で紹介しました。 

■令和７年度は、地域活動に参加する事業者を更に把握することに努

めます。 

 



 

- 16 - 

 

第２次富里市協働のまちづくり推進計画（改訂版）進捗状況 

 

部 等 名 総務部 

課 等 名 市民活動推進課 

事 業 名 ⑥ 市民活動総合補償制度の運用 

現 状 ・ 課 題 

市民活動中の事故等により、損害賠償や傷害等が発生した場合に補償

制度がないと安心して活動することができません。安心して活動がで

きる環境づくりが必要です。 

目指すべき方向性 市民が安心して市民活動に参加できるようにします。 

推 進 内 容 

〇市は、市民が安心して活動できるように、市民活動保険に加入し、

事故が発生した場合は、保険請求の手続を行います。 

〇市民活動総合補償制度の説明会を開催し、保険の内容を周知します。 

主な関連事業  

対 象 者 市民・地縁による団体・市民活動団体 

実 施 主 体 市 

主 た る 部 署 
市民活動推進課 
（市民活動サポートセンター） 

関係部署など 社会福祉協議会 

成果を示す指標 
市民活動総合補償制度 

説 明 会 参 加 者 数 

令和２年度（第１次計画実績）  未実施 

令和８年度（第２次計画目標） １００名 

年 次 計 画 
R４ R５ R６ R７ R８ 

実施 → → → → 

令和６年度計画の進捗状況 

取組実績 

■延べ相談件数 ３４件 

※その他庁内各課からの相談に対応しました。 

■市民活動総合補償制度について、個別相談に対応しました。３人 

■市民活動団体の会議に出席して、制度の説明をしました。６人 

■富里市市民活動総合補償制度についてリーフレットを作成し、市広

報紙や市公式ホームページへの掲載、行政パートナー会議、庁内協

働推進員連絡会で資料を配布し、周知を図りました。 

■保険適用件数：1 件 
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第２次富里市協働のまちづくり推進計画（改訂版）進捗状況 

 

部 等 名 総務部 

課 等 名 市民活動推進課 

事 業 名 ① 地域づくり協議会事業補助金の充実 

現 状 ・ 課 題 

地域課題に取り組むネットワークである、地域づくり協議会（注７） 

が、地域づくりに関する事業を継続するためには資金の確保が必要で

す。 

目指すべき方向性 地域づくり協議会の継続的な活動を支援します。 

推 進 内 容 

〇地域づくり協議会が継続して地域の公共的かつ公益的な課題に自主

的に取り組む事業等に要する経費に対し、支援します。 

〇地域づくり協議会事業補助金の説明会を開催します。 

主な関連事業 
１-(４)-②地域づくり協議会等の地域課題を共有 

１-(４)-③地域づくり協議会等への人的支援 

対 象 者 地域づくり協議会 

実 施 主 体 市 

主 た る 部 署 
市民活動推進課 
（市民活動サポートセンター） 

関係部署など  

成果を示す指標 
地域づくり協議会事業 

補 助 金 申 請 件 数 

令和２年度（第１次計画実績）  ０件 

令和８年度（第２次計画目標）  ２件 

年 次 計 画 

R４ R５ R６ R７ R８ 

見直し・ 

実施 
実施 → 

見直し・ 

実施 
実施 

令和６年度計画の進捗状況 

取組実績 

■地域づくり協議会事業補助金申請件数 ２件 

（富里第一小学校区まちづくり協議会、洗心まちづくり協議会） 

○令和６年度予算額 100,000 円 

○補助金交付決定額 100,000 円 

○補助金交付団体 ２団体 

○補助金交付確定額 100,000 円 
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第２次富里市協働のまちづくり推進計画（改訂版）進捗状況 

 

部 等 名 総務部 

課 等 名 市民活動推進課 

事 業 名 ② 地域づくり協議会等の地域課題を共有 

現 状 ・ 課 題 
地域づくり協議会等の代表者が、地域課題を共有する機会が少ない状

況です。他の地域づくり協議会などとの情報交換する場が必要です。 

目指すべき方向性 
地域づくり協議会等が地域課題や地域情報を共有できる機会を提供し

ます。 

推 進 内 容 

〇地域づくり協議会等の代表が地域課題を共有できるように、情報交 

換の機会を提供するほか、市外の地域づくり協議会を含めた広域的  

なネットワークづくりを推進します。 

主な関連事業 

１-(４)-①地域づくり協議会事業補助金の充実 

１-(４)-③地域づくり協議会等への人的支援 

２-(２)-①異分野、異世代の交流 

３-(１)-②地域課題を整理する円卓会議の検討・実施 

対 象 者 地域づくり協議会等 

実 施 主 体 市 

主 た る 部 署 
市民活動推進課 
（市民活動サポートセンター） 

関係部署など  

成果を示す指標 
地域づくり協議会等同士 

の 連 携 事 業 件 数 

令和２年度（第１次計画実績）  ０件 

令和８年度（第２次計画目標）  ５件 

年 次 計 画 
R４ R５ R６ R７ R８ 

実施 → → → → 

令和６年度計画の進捗状況 

取組実績 

■地域づくり協議会等同士の連携事業件数 ０件 

 令和６年度は、地域づくり協議会等の代表者が地域課題を共有する

機会は設けられていません。引き続き、地域ごとにつながりを作れ

るよう努めていきます。 
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第２次富里市協働のまちづくり推進計画（改訂版）進捗状況 

 

部 等 名 総務部 

課 等 名 市民活動推進課 

事 業 名 ③ 地域づくり協議会等への人的支援 

現 状 ・ 課 題 

地域づくり協議会等が地域課題を多角的な視点で捉えることが困難で

す。地域課題を解決するために、専門的な支援へつなげていく必要が

あります。 

目指すべき方向性 
地域づくり協議会等が地域課題を解決するために、有識者などのアド

バイスが必要なときに支援を行います。 

推 進 内 容 
〇地域づくり協議会等が地域課題を解決するために、大学との連携の 

機会を提供するほか、職員を派遣します。 

主な関連事業 

１-(４)-①地域づくり協議会事業補助金の充実 

１-(４)-②地域づくり協議会等の地域課題を共有 

２-(２)-①異分野、異世代の交流 

対 象 者 地域づくり協議会等 

実 施 主 体 市 

主 た る 部 署 
市民活動推進課 
（市民活動サポートセンター） 

関係部署など 庁内各課 

成果を示す指標 有識者・職員の派遣件数 
令和２年度（第１次計画実績） 未実施 

令和８年度（第２次計画目標）  ６件 

年 次 計 画 

R４ R５ R６ R７ R８ 

実施 → → → → 
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令和６年度計画の進捗状況 

取組実績 

■有識者・職員の派遣件数 １2 件 

 

■ひよし夏祭り 

日 時：令和６年７月２７日（土）２時～ 

内 容：カブトムシ配布イベントの手伝い 

参加者：市民活動推進課１名 

 

■2024 ひよし防災訓練 

日 時：令和６年１０月２０日（日）９時～ 

内 容：防災訓練に参加し、外国人にも避難所や災害時の対応を知っ

ていただくきっかけになりました。 

参加者：２９名【（株）あけぼの成田国際研修センターのセンター長

及び研修生２７名（ベトナム、ミャンマー、カンボジア）。 

市民活動推進課２名】【再掲】 

 

■第一小学校区土砂災害防災訓練 

日 時：令和６年１１月２４日（日）午前８時３０分～ 

内 容：土砂災害避難訓練及び防災講演会 

参加者：市民活動推進課３名 

 

■第一小学校区まちづくり協議会の会議参加 

毎月の会議に参加し、地域との情報共有及び連携を図りました。 

参加回数：7 回 

 

■第一小学校区まちづくり協議会のアダプトプログラムに参加 

第一小学校区のアダプトプログラムに参加し、地域での活動状況の把

握を行いました。 

参加回数：２回 
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第２次富里市協働のまちづくり推進計画（改訂版）進捗状況 

 

部 等 名 総務部 

課 等 名 市民活動推進課 

事 業 名 ① 活動事例の紹介 

現 状 ・ 課題 

市民が、協働による取組を身近なものとしてあまり感じていません。

市民活動団体の活動を知っている状況になるように、事例紹介の工夫

が必要です。 

目指すべき方向性 協働の事例を市民に分かりやすく紹介し、協働を身近なものにします。 

推 進 内 容 

〇市内の協働事例を紹介するとともに、活動のきっかけや、苦労した

ことなどの過程を明らかにすることにより、市民活動が身近になり、

市民が共感できるような内容にします。また、これから活動を始め

たい人が参考にできたり、既に活動している団体がステップアップ

できたりするような情報を提供します。情報は市公式ホームページ、

Facebook や刊行物などを活用し公開します。 

〇事業の成果だけでなく、今後追加することでより良い事業となる要

素なども周知し、事業の広がりにつながるようにしていきます。 

〇事例の周知に当たっては、区・自治会などと連携して、より多くの

市民に行きわたるように工夫します。 

主な関連事業 

２-(１)-④協働専用情報発信ツールの運用 

２-(１)-⑤市広報紙及び市公式ホームページの充実 

２-(１)-⑦とみさと市民活動フェスタの開催 

対 象 者 市民・地縁による団体・市民活動団体・事業者・市 

実 施 主 体 市 

主 た る 部署 
市民活動推進課 
（市民活動サポートセンター） 

関係部署など  

成果を示す指標 
市民アンケートによる市民

活動団体を知っている割合 

令和２年度（第１次計画実績） 未実施 

令和８年度（第２次計画目標） ８０％ 

年 次 計 画 
R４ R５ R６ R７ R８ 

実施 → → → → 
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令和６年度計画の進捗状況 

取組実績 

■市民活動団体へ取材を実施し、サポートセンターのニュースレター

や Facebook、Instagram で、事業や活動について紹介しました。 

■登録団体への取材以外に、地域の行事などについても取材を実施

し、サポートセンターの Facebook や Instagram で紹介しまし

た。 

■とみさと市民活動フェスタを開催に向け、出展団体を Facebook

や Instagram で配信し紹介したほか、来場者にもアンケートをと

り、団体への関心度を探りました。 

 ※市民活動への関心度 ８７.９％（来場者アンケートより） 

■まちづくり協議会の広報紙など、協議会からのお知らせを、市公式 

ホームページに掲載しました。 
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第２次富里市協働のまちづくり推進計画（改訂版）進捗状況 

 

部 等 名 総務部 

課 等 名 市民活動推進課 

事 業 名 ② 事業者の地域活動の紹介 

現 状 ・課 題 
事業者の地域活動が紹介される機会が少ないです。事業者の地域活動

を市民に紹介していく必要があります。 

目指すべき方向性 
事業者の地域活動を紹介し、市民が事業者の取組を知り、事業者の地

域活動に対する興味・関心を高めていきます。 

推 進 内 容 

〇まちづくりコーディネーター等が、地域活動をしている事業者を取 

材し、地域活動を始めたきっかけなど取組の情報を収集し、紹介し 

ていきます。 

主な関連事業 

１-(３)-③ボランティア手帳の効果的な活用 

１-(３)-⑥事業者による地域活動の促進 

２-(１)-⑦とみさと市民活動フェスタの開催 

対 象 者 地縁による団体・事業者 

実 施 主 体 市・事業者 

主 た る部 署 
市民活動推進課 
（市民活動サポートセンター） 

関係部署など 庁内各課 

成果を示す指標 
市民アンケートで事業者の

地域活動を知っている割合 

令和２年度（第１次計画実績） 未実施 

令和８年度（第２次計画目標） ８０％ 

年 次 計 画 
R４ R５ R６ R７ R８ 

実施 → → → → 

令和６年度計画の進捗状況 

取組実績 

■事業者へ取材を実施し、市公式ホームページ、サポートセンターの

Facebook、Instagram で活動を紹介しました。 

活動を紹介した事業者：１件（ホットスタッフ成田） 

■令和７年度は、地域活動に参加する事業者を更に把握することに努

めます。 

■令和７年度は、市民活動フェスタで事業者の地域活動についてアン

ケートをとります。 
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第２次富里市協働のまちづくり推進計画（改訂版）進捗状況 

 

部 等 名 総務部 

課 等 名 市民活動推進課 

事 業 名 ③ 市民活動団体などによる講座の実施 

現 状 ・課 題 

各種団体の取組事例などを市民などのニーズに応じて提供する「架け

橋～市民活動出前講座～」を実施していますが、ニーズが少ない状況

です。市民に広くこの取組を周知していく必要があります。 

目指すべき方向性 

協働の取組事例や市民活動団体などの活動を分かりやすく説明し、市

民の協働への理解を深めるため、「架け橋～市民活動出前講座～」の活

用を増やしていきます。 

推 進 内 容 

〇市民活動の実態調査及び意向調査により、講師派遣可能な団体を把 

握し、市民活動出前講座を広く周知し、市民などの知りたい内容に 

応じて講師を派遣していきます。 

〇市民活動団体による講座を受講する人を増やし、市民が学んだこと 

を実践できるようにしていきます。 

主な関連事業 ２-(３)-①市民活動の実態及び意向調査 

対 象 者 市民・地縁による団体・市民活動団体・事業者・市 

実 施 主 体 市・市民活動団体 

主 た る部 署 
市民活動推進課 
（市民活動サポートセンター） 

関係部署など  

成果を示す指標 
市民活動団体出前講座 

実 施 件 数 

令和２年度（第１次計画実績）  １件 

令和８年度（第２次計画目標）  ５件 

年 次 計 画 
R４ R５ R６ R７ R８ 

実施 → → → → 
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令和６年度計画の進捗状況 

取組実績 

■市民活動団体出前講座実施件数 ２件 

 

【１件目】 

実施日時：令和６年８月６日（火）１０時～ 

実施団体：とみさとトイズクラブ 

受講団体：葉山キッズ・ランド学童クラブ 

講座内容：ダンボールを使った制作と遊び 

 

【２件目】 

実施日時：令和６年１２月２６日（木）１３時３０分～ 

実施団体：ボーイスカウト富里第１団 

受講団体：富里第一学童クラブ 

講座内容：手作りおもちゃ、各種クラフト作り 
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第２次富里市協働のまちづくり推進計画（改訂版）進捗状況 

 

部 等 名 総務部 

課 等 名 市民活動推進課 

事 業 名 ④ 協働専用情報発信ツールの運用 

現状・課題 

協働の情報を発信・取得することができる環境を整えていますが、Ｓ

ＮＳなどの登録者数が伸びていません。幅広く情報を届けるためには、

工夫が必要です。 

目指すべき方向性 
多くの人に情報を届けるために、掲載内容を工夫し、情報を発信・共

有するための情報発信ツールを運用します。 

推 進 内 容 

〇市民が協働についてのあらゆる情報を発信・取得できるよう、

Facebook や Instagram、メールマガジンなどを活用し、双方向、

多方向で情報を共有できるように工夫します。市民活動団体などの

情報の共有・提供について YouTube やブログを活用する検討も行

います。 

〇市民活動サポートセンターで収集した情報を定期的に情報紙として

発行します。 

〇市公式ホームページとのリンクや紙媒体との連動などクロスメディ

アによる効果をいかせるような工夫をします。 

〇情報の受け手である市民が、SNS などで発信する情報を受け取り、

活用できるようにするため、スマートフォンなどの使い方セミナー

などを開催します。 

主な関連事業 

２-(１)-①活動事例の紹介 

２-(１)-⑤市広報紙及び市公式ホームページの充実 

２-(１)-⑥魅力発信の検討・創設 

対 象 者 市民・地縁による団体・市民活動団体・事業者・市 

実 施 主 体 市・市民活動団体 

主たる部署 
市民活動推進課 
（市民活動サポートセンター） 

関係部署など 広報情報課 

成果を示す指標 

F a c e b o o k 登録件数 
令和２年度（第１次計画実績） ５６１件 

令和８年度（第２次計画目標） ７００件 

I n s t a g r a m 登録件数 
令和２年度（第１次計画実績） ２０３件 

令和８年度（第２次計画目標） ２５０件 

メールマガジン登録件数 
令和２年度（第１次計画実績）  ３５件 

令和８年度（第２次計画目標）  ５０件 
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年 次 計 画 
R４ R５ R６ R７ R８ 

実施 → → → → 

令和６年度計画の進捗状況 

取組実績 

■Facebook 登録件数 

・令和４年度・・・６７８件 

・令和５年度・・・７３１件 

・令和６年度・・・７５９件 

■Instagram 登録件数 

・令和４年度・・・３２２件 

・令和５年度・・・３７６件 

・令和６年度・・・５０６件 

■メールマガジン登録件数  

・令和４年度・・・４３件 

・令和５年度・・・５３件 

・令和６年度・・・６９件 

■市公式ホームページで、市民や市民活動団体等が必要とする情報を

随時更新しました。 

■サポートセンターの Facebook や Instagram にて、随時講座やセ

ミナーの案内、市民活動団体の活動紹介、コーディネーターが取材

に伺った記事、富里市の魅力などを掲載しました。 

■市公式 LINE でメールマガジン登録及び Instagram の登録案内を

配信しました。 

■広報１１月号でメールマガジンの登録、Facebook、Instagram の

周知をしました。 
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第２次富里市協働のまちづくり推進計画（改訂版）進捗状況 

 

部 等 名 総務部 

課 等 名 市民活動推進課 

事 業 名 ⑤ 市広報紙及び市公式ホームページの充実 

現 状 ・ 課題 
市民にとって分かりやすい情報の提供が求められているので、市民活

動に関する情報が伝わるように掲載を工夫していく必要があります。 

目指すべき方向性 
分かりやすく情報を編集するとともに、市民が活用・共有しやすい情

報の提供をします。 

推 進 内 容 

〇市広報紙に定期的に協働に関する情報や団体情報を掲載し、市公式

ホームページには、協働の取組を分かりやすく掲載します。 

〇協働専用情報発信ツールへのリンクを貼り、身近に協働の情報を得

られようにします。 

主な関連事業 

２-(１)-①活動事例の紹介 

２-(１)-④協働専用情報発信ツールの運用 

２-(１)-⑥魅力発信の検討・創設 

対 象 者 市民・地縁による団体・市民活動団体・事業者・市 

実 施 主 体 市 

主 た る 部署 
市民活動推進課 
（市民活動サポートセンター） 

関係部署など 広報情報課 

成果を示す指標 
市広報紙に協働に関する 

情 報 掲 載 依 頼 件 数 

令和２年度（第１次計画実績） ２１件 

令和８年度（第２次計画目標） ３０件 

年 次 計 画 

R４ R５ R６ R７ R８ 

実施 → → → → 

令和６年度計画の進捗状況 

取組実績 

■市広報紙に協働に関する情報掲載依頼件数 

・令和４年度・・・２８件 

・令和５年度・・・４０件 

・令和６年度・・・３８件 

■市広報紙及び市公式ホームページで、市民活動団体の活動の紹介

や、協働の取組、協働のまちづくりに関する市からのお知らせなど

を、継続して掲載しました。 
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第２次富里市協働のまちづくり推進計画（改訂版）進捗状況 

 

部 等 名 総務部 

課 等 名 広報情報課 

事 業 名 ⑥ 魅力発信の検討・創設 

現 状 ・ 課題 

市広報紙や市公式ホームページ、ＳＮＳを通じて、市の魅力を発信し

ているものの、市民意識調査結果（令和２年３月）では、本市への愛

着、魅力を感じている割合は、約５０％となっています。 

目指すべき方向性 
市の魅力を知っていただき、富里市に愛着や誇りを持ってもらえるよ

う、更なる魅力発信を行います。 

推 進 内 容 

○市民に限らず、市外在住者からも富里市を応援してくれる方を募り、

魅力発信に協力してもらうことで、より広範囲にわたる魅力発信を

促進します。 

主な関連事業 
２-(１)-④協働専用情報発信ツールの運用 

２-(１)-⑤市広報紙及び市公式ホームページの充実 

対 象 者 市民・市外在住者・地縁による団体・市民活動団体・事業者・市 

実 施 主 体 市 

主 た る 部署 広報情報課 関係部署など 

市民活動推進課 

農政課 

商工観光課 

生涯学習課 

成果を示す指標 応援してくれる方 
令和２年度（第１次計画実績）     未実施 

令和 8 年度（第２次計画目標） 15,000 人 

年 次 計 画 

R４ R５ R６ R７ R８ 

検討・創設 実施 → → → 
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令和６年度計画の進捗状況 

取組実績 

■とみさとファンクラブ事業（令和４年４月創設） 

 会員数（令和７年３月 31 日時点）：5,232 人 

 ※前年同月比＋338 人 

 適宜、会員へメール配信し、本市の魅力を感じていただけるよう 

取り組みました。 

 とみさとファンクラブアカウント Instagram を令和 6 年 5 月に開

設し、魅力情報を24 回配信しました。 

 ※フォロワー：約 1,150 人（令和 7 年 3 月 31 日時点） 

 Instagram をフォローしてくれた会員を対象に、特産品富里スイカ

が 41 名に当たる抽選会を実施し、会員特典のお得感を感じていた

だきました。 

 第 41 回富里スイカロードレース大会当日に、市内協力店の御協力

のもと、会員限定の「くじ引き大会」を実施し、会員特典のお得感

を感じていただきました。 

 

■SNS 情報発信 

 市公式 LINE により、広報とみさと発行のお知らせや各種イベント 

情報のほか、本市情報がテレビ・ラジオ等で取り上げられる際に番組を

お知らせし、郷土愛の醸成を図りました。 

 ※登録者数：5,278 人（令和 7 年 3 月 31 日現在） 

  前年度同月比＋595 人 

 市公式 YouTube により、PR 動画を 9 本配信しました。 

※登録者数：756 人（令和 7 年 3 月 31 日現在） 

   前年度同月比＋68 人 
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第２次富里市協働のまちづくり推進計画（改訂版）進捗状況 

 

部 等 名 総務部 

課 等 名 市民活動推進課 

事 業 名 ⑦ とみさと市民活動フェスタの開催 

現 状 ・ 課題 
市民活動団体の情報があまり知られていません。市民活動団体などが

日頃の取組を発表する、市民活動フェスタの更なる周知が必要です。 

目指すべき方向性 

市民活動フェスタを開催し、団体の活動をより多くの市民に紹介 

し、市民活動団体の情報を共有することにより、市内の市民活動や 

市民活動団体などの活性化を図ります。 

推 進 内 容 

○企画・運営を市民活動団体などと市の協働で行います。毎年、企画

を見直し、工夫をしていきます。市民活動団体などの取組を市民に

紹介し、市民活動への理解や関心を持っていただく機会をつくります。 

○子どもの頃から市民活動に関心を持ってもらうため、子どもたちに

イベントの一部を担ってもらうような企画も工夫していきます。 

○より多くの市民に周知するため、市公式ホームページやチラシづく

りを工夫します。 

○周知については、市広報紙、市公式ホームページや Facebook のほ

か、地域の新聞社やケーブルテレビなどへ情報を提供し、市内外に

富里の資源である市民活動をＰＲします。 

主な関連事業 

１-(３)-⑥事業者による地域活動の促進 

２-(１)-①活動事例の紹介 

２-(１)-②事業者の地域活動の紹介 

対 象 者 市民・地縁による団体・市民活動団体・事業者 

実 施 主 体 市・市民活動団体・事業者 

主 た る 部署 
市民活動推進課 
（市民活動サポートセンター） 

関係部署など 

広報情報課 

生涯学習課 

社会福祉協議会 

成果を示す指標 市 民 活 動 へ の 関 心 度  
令和２年度（第１次計画実績） 未実施 

令和８年度（第２次計画目標）  ８０％ 

年 次 計 画 
R４ R５ R６ R７ R８ 

実施 → → → → 
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令和６年度計画の進捗状況 

取組実績 

■市民活動への関心度 8７.９％（来場者アンケートより） 

■「とみちゃん秋まつり２０２４」として、産業まつり、環境フェア、

消費者フェスタと合同でとみさと市民活動フェスタを開催しまし

た。市民活動フェスタの開催に向け、参加団体を Facebook や

Instagram で紹介しました。 

開催日時：令和６年１１月１７日（日）午前９時～午後３時 

参加団体：２１団体 

内  容：団体の展示、体験、発表ブースで日頃の活動を紹介 

※Instagram でフェスタの様子を随時配信 
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第２次富里市協働のまちづくり推進計画（改訂版）進捗状況 

 

部 等 名 総務部 

課 等 名 市民活動推進課 

事 業 名 ① 異分野、異世代の交流 

現 状 ・ 課題 

様々な分野で活動する人たちや、異なる世代の人たちが、交流する機

会がありません。地域課題を解決するためには、連携の裾野を広げる

必要があります。 

目指すべき方向性 
様々な分野で活動する人たちや、異なる世代の人たちが、交流する機

会を提供し、地域課題の解決に結びつくようにします。 

推 進 内 容 

〇様々な分野で活動する人たちや、異なる世代の人たちが地域という 

接点により交流する機会を提供することで、地域課題解決のための 

連携が増えるようにしていきます。 

主な関連事業 
１-(４)-②地域づくり協議会等の地域課題を共有 

１-(４)-③地域づくり協議会等への人的支援 

対 象 者 市民・地縁による団体・市民活動団体・事業者・市 

実 施 主 体 市 

主 た る 部署 
市民活動推進課 
（市民活動サポートセンター） 

関係部署など  

成果を示す指標 
異分野・異世代による 

連 携 事 業 件 数 

令和２年度（第１次計画実績） 未実施 

令和８年度（第２次計画目標）  ５件 

年 次 計 画 
R４ R５ R６ R７ R８ 

実施 → → → → 
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令和６年度計画の進捗状況 

取組実績 

■異分野、異世代による連携事業件数 7 件 

市民活動団体の方々を集め、それぞれの活動状況やそれぞれの地域

での課題について、意見交換や交流する場を設けました。 

 

・さぽカフェ 

日 時：令和６年５月３０日（木）１０時～[９名] 

令和６年６月２１日（金）１８時３０分～[８名] 

    令和６年９月２６日（木）１４時～[２名] 

        令和６年１０月５日（土）１３時～[５名] 

       令和６年１１月２日（土）１３時～[４名] 

        令和６年１２月１４日（土）１４時～[１０名] 

    令和７年３月１日（土）１３時３０分～[１０名] 

参加者：合計 4８名 
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第２次富里市協働のまちづくり推進計画（改訂版）進捗状況 

 

部 等 名 総務部 

課 等 名 市民活動推進課 

事 業 名 ② とみさとの情報コーナーの多様化 

現 状 ・ 課題 

市民活動などの情報を収集や交換する場所が充実していません。市民

が市民活動の情報に触れる機会を増やし、協働に対する理解が深まる

ようにする必要があります。 

目指すべき方向性 情報を共有するための媒体の一つとして充実を図ります。 

推 進 内 容 

○市広報紙のほか、各種団体の広報などの情報を一括して収集し、発

信できるコーナーを市民活動サポートセンター内のほか、新たに、

図書館内に協働コーナーを設けます。 

○若い世代にも、とみさとの情報を提供するため、学校へ協力を要請

します。 

主な関連事業  

対 象 者 市民・地縁による団体・市民活動団体・事業者・市 

実 施 主 体 市 

主 た る 部署 
市民活動推進課 
（市民活動サポートセンター） 

関係部署など 図書館 

成果を示す指標 情報コーナー設置か所数  
令和２年度（第１次計画実績） ２か所 

令和８年度（第２次計画目標） ５か所 

年 次 計 画 
R４ R５ R６ R７ R８ 

実施 → → → → 

令和６年度計画の進捗状況 

取組実績 

■情報コーナーの設置 ２か所（サポートセンター・図書館） 

■各種団体の広報などの情報を一括して収集し、発信できるコーナー

を市民活動サポートセンター内に設けています。 

■テーマごとに時期を決めて、図書館内に協働の取組に関係するコー

ナーを設け、関連する市民活動団体・書籍を紹介しました。 

 第１弾テーマ「水と生物」 

 第２第テーマ「災害に強いまちづくり」 
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第２次富里市協働のまちづくり推進計画（改訂版）進捗状況 

 

部 等 名 総務部 

課 等 名 市民活動推進課 

事 業 名 ③ 中間支援組織などとの連携 

現 状 ・課 題 

中間支援組織などとの連携が求められています。市民活動やボランテ

ィア活動に関する情報を共有する仕組みや、まちづくりに関する人材

情報を共有し、協働施策を連携して取り組むことが必要です。 

目指すべき方向性 市民活動に関して情報交換する場を設けます。 

推 進 内 容 

〇社会福祉協議会や生涯学習担当課などとの連携を図り、ボランティ

アセンター登録団体、個人ボランティア情報、各種ボランティア支

援情報、生涯学習アシスト制度登録者などの情報を共有する場を設

けます。 

〇とみさと協働塾など各種協働推進施策を連携して行います。 

主な関連事業 １-(３)-②とみさと協働塾の開催 

対 象 者 市民・市民活動団体 

実 施 主 体 市 

主 た る部 署 
市民活動推進課 
（市民活動サポートセンター） 

関係部署など 
生涯学習課 

社会福祉協議会 

成果を示す指標 
中 間 支 援 組 織 と の 

連 携 事 業 数 

令和２年度（第１次計画実績） １件 

令和８年度（第２次計画目標） ５件 

年 次 計 画 

R４ R５ R６ R７ R８ 

実施 → → → → 
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令和６年度計画の進捗状況 

取組実績 

■中間支援組織との連携事業数 ２件 

■情報のワンストップサービスについての意見交換会を実施しまし

た。 

【１回目】 

日 時：令和６年７月５日（金）１３時３０分～ 

参加者：３名（市民活動推進課 1 名、まちづくりコーディネーター１

名、生涯学習課 1 名） 

内 容：若い世代へのアプローチの仕方、団体の担い手不足の解消方

法、主催事業やサークル・団体活動への参加を増やす方法 

 

【２回目】 

日 時：令和７年２月４日（火）１０時～ 

参加者：５名（市民活動推進課１名、まちづくりコーディネーター１

名、生涯学習課１名、ボランティアセンター２名） 

内 容：若い世代へのアプローチの仕方、団体の担い手不足の解消方

法、主催事業やサークル・団体活動への参加を増やす方法 
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第２次富里市協働のまちづくり推進計画（改訂版）進捗状況 

 

部 等 名 総務部 

課 等 名 市民活動推進課 

事 業 名 ① 市民活動の実態及び意向調査 

現 状 ・ 課 題 
市内で活動する全ての市民活動団体や、趣味の活動を主にしている団

体の活動状況及び事業者の地域活動を把握しきれていません。 

目指すべき方向性 

地域に潜在する市民活動を行う団体を掘り起こし、団体がどのような

活動をしていきたいのか、活動の意向についても調査します。団体情

報を広く公開し活動の紹介を行い、また、市民活動団体などの情報を

必要とする市民などに対し情報を提供していきます。 

推 進 内 容 

〇市内で活動する全ての団体・事業者を調査対象とし、現場に出て情

報収集し、市広報紙や市公式ホームページ、Facebook などを活用

し、情報を発信します。 

〇市役所の各部署で把握している団体情報についても庁内の連携体制

をもって、調査します。集めた団体情報は、分析を行い、市民活動

サポートセンターでのコーディネートや市民活動団体などに対し講

座やイベント、各種補助金の情報を提供するために活用したり、市

との事業連携などに活用したりします。 

〇団体情報の公開についても工夫します。収集した情報内容は定期的

に確認し、更新していきます。 

主な関連事業 
１-(３)-①市民活動感謝状贈呈 

２-(１)-③市民活動団体などによる講座の実施 

対 象 者 市民・地縁による団体・市民活動団体・事業者 

実 施 主 体 市・市民活動団体 

主 た る 部 署 
市民活動推進課 
（市民活動サポートセンター） 

関係部署など 庁内各課 

成果を示す指標 
調 査 結 果 に 基 づ く 

新 た な 取 組 

令和２年度（第１次計画実績） 未実施 

令和８年度（第２次計画目標）  ５件 

年 次 計 画 

R４ R５ R６ R７ R８ 

実施 → → → → 
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令和６年度計画の進捗状況 

取組実績 

■実態調査票を提出いただいた団体の情報を更新しました。 

■実態調査票を活用し、ボランティア手帳について改めて周知をしま

した。 

■新たな取組につながるよう実態調査票の工夫が必要です。 
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第２次富里市協働のまちづくり推進計画（改訂版）進捗状況 

 

部 等 名 総務部 

課 等 名 市民活動推進課 

事 業 名 ① 協働のまちづくりを推進する課の充実 

現 状 ・課 題 

協働のまちづくりを推進する課として、地域の課題を共有する機会が

少ない状況です。地域や市民活動団体との協働が増えるように庁内連

携の強化が求められます。 

目指すべき方向性 
地域の課題を共有し、地域課題の解決に向けて、市民活動団体や市役

所内の関係部署につなげる体制を整えます。 

推 進 内 容 

○市民活動推進課職員とまちづくりコーディネーターが、まちづくり

協議会などの会議に出席し、収集した地域情報・地域課題を庁内協

働推進員と連携して、横断的に共有します。 

○富里市協働のまちづくり推進本部の機能の充実を図り、庁内におけ

る情報の共有及び連携並びに協力体制の確保などを行い、協働によ

るまちづくりを円滑に進めます。 

主な関連事業 
３-(１)-②地域課題を整理する円卓会議の検討・実施 

３-(２)-①職員研修の実施 

対 象 者 市民・地縁による団体・市民活動団体・事業者・市 

実 施 主 体 市 

主 た る部 署 
市民活動推進課 
（市民活動サポートセンター） 

関係部署など 庁内各課 

成果を示す指標 
庁内各課と地域等との 

協 働 事 業 数 

令和２年度（第１次計画実績）  ５６件 

令和８年度（第２次計画目標） １００件 

年 次 計 画 

R４ R５ R６ R７ R８ 

検討・実施 実施 → → → 
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令和６年度計画の進捗状況 

取組実績 

■庁内各課と地域等との協働事業数６３件 

■協働のまちづくりの総合調整に関する組織体制により、庁内各課等

の連携や情報の共有を図り、協働によるまちづくりの推進を図りま

した。 

・第 1 回庁内協働推進員連絡会 

令和６年 4 月１８日（木） 

 議題 

（１）庁内推進体制について 

（２）第２次富里市協働のまちづくり推進計画（改訂版）の進捗状況

について 

（３）協働のまちづくり推進計画に基づく各種事業実施に伴う連携・ 

協力について 

ア 既存協働事業の調査及び新たな協働事業の企画提案について 

イ 市民活動総合補償制度について 

ウ 市民活動サポートセンターについて 

（４）その他 

 

・第 1 回協働のまちづくり推進本部会議 

 令和６年 5 月１０日（金） 

 議題 

（１）第２次富里市協働のまちづくり推進計画（改訂版）の令和５年

度進捗状況について 

 

 



 

- 42 - 

 

第２次富里市協働のまちづくり推進計画（改訂版）進捗状況 

 

部 等 名 総務部 

課 等 名 市民活動推進課 

事 業 名 ② 地域課題を整理する円卓会議の検討・実施（新規） 

現 状 ・ 課題 
地域課題に対する情報共有が不足しています。共通の地域課題解決に

取り組む人たちが、お互いの取組や課題を共有することが必要です。 

目指すべき方向性 
共通の地域課題解決に取り組む人たちが、対話と協働で地域課題の解

決へとつながるための協議する機会をつくります。 

推 進 内 容 

〇共通の地域課題について、各部署が協議する機会として、円卓会議 

の制度を検討し、実施します。 

〇地域課題を整理することで、役割分担が明確になり、連携、協力、 

補完し合う体制を強化します。 

主な関連事業 
１-(４)-②地域づくり協議会等の地域課題を共有 

３-(１)-①協働のまちづくりを推進する課の充実 

対 象 者 市民・地縁による団体・市民活動団体・事業者・市 

実 施 主 体 市 

主 た る 部署 
市民活動推進課 
（市民活動サポートセンター） 

関係部署など 庁内各課 

成果を示す指標 円 卓 会 議 の 取 組 件 数 
令和２年度（第１次計画実績） ２４件 

令和８年度（第２次計画目標） ３０件 

年 次 計 画 

R４ R５ R６ R７ R８ 

検討 実施 → → → 
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令和６年度計画の進捗状況 

取組実績 

■円卓会議の取組件数 7 件 

 異なる立場である多様な主体同士が意見交換する場を設けました。 

 

・さぽカフェ【再掲】 

日 時：令和６年５月３０日（木）１０時～[９名] 

令和６年６月２１日（金）１８時３０分～[８名] 

    令和６年９月２６日（木）１４時～[２名] 

        令和６年１０月５日（土）１３時～[５名] 

        令和６年１１月２日（土）１３時～[４名] 

        令和６年１２月１４日（土）１４時～[１０名] 

    令和７年３月１日（土）１３時３０分～[１０名] 

参加者：合計 4８名 
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第２次富里市協働のまちづくり推進計画（改訂版）進捗状況 

 

部 等 名 総務部 

課 等 名 市民活動推進課 

事 業 名 ① 職員研修の実施 

現 状 ・ 課題 
協働のまちづくりの趣旨が市職員に浸透してきましたが、更に職員の

意識の向上を図ることが必要です。 

目指すべき方向性 職員研修を充実することにより、意識の向上を図ります。 

推 進 内 容 

〇職員の内部研修に、引き続き「協働のまちづくり」の項目を加え、 

各施策に協働の視点を取り込めるよう知識から実践につながるよう 

な研修を行い、市職員の協働に関する意識の醸成に努めます。 

主な関連事業 ３-(１)-①協働のまちづくりを推進する課の充実 

対 象 者 市 

実 施 主 体 市 

主 た る 部署 
総務課 

市民活動推進課 
関係部署など  

成果を示す指標 
職員が仕事上で「協働」を 

意 識 す る 割 合 

令和２年度（第１次計画実績）  65.8% 

令和８年度（第２次計画目標） １００% 

年 次 計 画 

R４ R５ R６ R７ R８ 

実施 → → → → 

令和６年度計画の進捗状況 

取組実績 

■令和６年度富里市職員協働のまちづくり研修 

講 師：牧 慎太郎氏 

日 時：令和６年１２月２３日（月）午後２時～ 

内 容：少子高齢社会における市民協働の推進 

参加者：５０名 

 


